
☆南小学校の教育目標 

(１) 本校の教育目標 

ア いのちを尊び、心や体を鍛え、たくましく生きぬく子どもの育成 

イ 深く考え、自ら学び、正しい判断にもとづく行動のできる子どもの育成 

ウ 助け合い、励まし合う中で、明るく元気にあいさつのできる子どもの育成 

(２)経営方針 

ア 人権尊重の精神を基盤とした教育を進めるとともに、差別意識の根本的な払拭に向けて、家庭

や地域社会と協力しながら、啓発活動を進める。 

イ 子ども一人一人の能力や違いを認め、その個性を伸長させる中で、成就感や学ぶことの楽しさ

が体感できる学校・学級づくりをめざす。 

ウ すべての教師ですべての子どもたちを指導するという認識に立ち、開かれた学級経営・学年経

営・学校経営に努力するとともに、家庭や地域社会に対して説明責任を果たし、三者の相互連携

を密にし、地域に開かれた学校づくりをめざす。学校評価・学校ホームページ等を積極的に利用

する。 

エ 教材研究・授業研究を中心にした現職教育を充実し、教師自らの力量・資質向上に努めるとと

もに、互いに認め合い、協力し合う「和」のある教師集団づくり、家庭や地域社会の信頼を得る

教師集団づくりをめざす。新たな授業研究のあり方を模索する。 

◆校長の願い     「ひらかれ、むすばれていく子どもたち」 

子どもたちにとって 「毎日通いたくなる学校」 

・・・ 授業がわかる 楽しい 心の居場所の学校に 

保護者にとって   「毎日通わせたくなる学校」 

・・・ 信頼できる 安心して任せられる 開かれた学校に 

 教職員にとって   「毎日勤めたくなる学校」 

・・・ やりやすくやりがいのある 子どもとかかわる学校に 

・・・ ともに泣き、笑い、お互い思いを受けとめ合う学校に 

  地域の方にとって  「私たちの大切な おらがまちの学校」 

       ・・・ 地域へ情報を発信し、文化の拠点になる学校に 

(３)本年度の重点努力目標 

 人権尊重を本校の柱として、昨年度までの成果と課題をもとに、人と人とのかかわりを大切にし

ながら生き生きと活動することができる「ひらかれ、むすばれていく子どもたち」を育成していき

たい。 

ア 教育活動全体を通して、豊かな人権感覚を培い、思いやりに満ちた人間関   

 係を育成する。そのために、ソーシャル・スキルズ・トレーニング(ＳＳＴ)を通年で取り組み、

外国語活動とともに、子どもの豊かな社会性の伸長とコミュニケーション能力の基礎を養う。 

イ 教師の力量・資質向上を図り、算数のＴＴ指導を中心に、各教科で個別指導、問題解決的な学

習等の授業や学習形態を創意工夫し、基礎・基本の充実をめざし、確かな学力の定着を図る。『ス

リープラスワン』（三つ良いところを見つけ、一つ改善点を提案する）の授業研究方法を実践した

い 

ウ 自他のいのちを大切にし、深く考え、心豊かな子どもを育成するため、道徳の時間・児童会活

動・あいあい集会等を中心として、日常的な道徳教育や命の教育を推進するとともに、子どもの

心に響く体験的な学習や読書指導・合唱指導の充実を図る。 

エ 子ども一人一人の個性を大切にしながら、基本的な生活習慣の確立と心と体の健やかな発達を

めざす。そのために、特別支援教育のシステム化、食育や生活指導の一層の充実等、重点を明確

にし、粘り強く実践を積み重ねる。 

オ 持続可能で発展する地域社会の担い手として、身近な歴史や文化を大切にする子どもを育成す

る。そのため人権学習を柱としたＥＳＤ学習（人権総合学習）の充実を図る。 

カ 学校ホームページの積極的な活用を通して、地域・家庭へ情報を双方向に発信する。 


